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資　 料

性 役割特性語 の 意 味構造

一
性役割測 定尺 度（ISRS ）作成 の 試み

一

伊　藤　裕 　子
＊

FACTOR 　STRUCTURE 　OF 　SEX −ROLE 　 CHARACTERISTICS

AND 　ITS 　RELATION 　TO 　AGENCY 　 AND 　COMMUNION ．

Yuko 　 ITO

　　The 　 purpose 　 of 　 this 　 study 　 was 　 to　 examine （a ） the 　 concepts 　of 　 nlasculinity 　and

fem玉ninity ，　 and 　their 　 interrelation， （b）the 　 appT   priateness　 of 　the 　 scale 　for　 measurements

of　sex −roles
，
　 and （c ） the 　differ巳 nce 　of 　role 　expectations 　for　both　 sexes ．　Using 　 two 　 types

of 　adjectkTe 　lists
，
　 scores 　 concelning 　 diesirabilities　 for　 men ，　 women ，　 and

‘

§ ei 壬
’

were 　factor

ana ！yzed 　respectively 　in　unipolar 　scales 　among 　155　undergraduates 　and 　in　bipolar（SD ）

scales 　 also 　 among 　 217　urldergraduates ，　 In　bo止 scales ，　 three 　factors　 were 　 identified ：

“

agency
”

emphasizing 　Person 且L　abi ］ities　or　properties，
“
communion

”
orlented 　to　coopera −

tion　with ．or 　consideration 　fol　others ，　and 　
“delicacy−charms ”

　consisting 　of 　tenderness

and
　 sexual 　 attract …veness ．　The 　 scale 　 was 　 termed 　 ISRS （lto　Sex　Role　Scale）．　 Agen じy　 and

C 。 mmVni 。 n 　 We ， e　 th 。　 m 。…n ・t・ U ・ tU ・ ・l　 dimenSi ・ nS ・f ・eX −・・i・ ・，・nUtu ・11y ・e 】at ・d　 With

desirability　for　both　men 　and 　women ．　 The　unipolar 　scales 　were 　more 　suitable 　 for 皿 ea ．

surements 　of　sex ・roles 　 than 　SD 　scales 　for　the 　independence 　of　facteτs．　．　Role 　expectations

f。， men ， 。 n ，isted ・f　agency 　 and ・。 mn ・uni ・ n ，　 whil ・ delicacy−ch ・ ・ m ・ w … add ・d　t・ th ・ se

for　women ，　Reliability　and 　vai 量dity　of 玉SRS 　wele 　substantiated 　in　various 　aspects ，

　　K ・yw ・・d・ ； ・ex ・・1・・，　 m ・・culinity ・・d　 f・ m ｛・ i・ ity，　 r・le　 e ・p ・ ct ・ti・・ s口 st ・ u ・t… l

dimens董ons ，　 college 　 students ．

　男性性，女性性が各々 男女 に 固有 の 属性 で は な く，一一

人 の 人 間 の 中 に あ る 2 つ の 心 理 ・行動傾向 と し て 測定さ

れ ，記述 され る べ きもの と し て
，
70年代以降，種 々 の ア

ン ド ロ ジ ニ ー・ス ケ
ー

ル が考案さ れ た。そ の 中 で ，両者

が対極を な す
一
次元 の 閨係 で は な く，二 次元 の 関係 に あ

る こ と は，既 に Bem （1974），　 Spenee ら （1975）に よ っ て

実証 され て い る。しか し，こ れ らは そ の 尺度作成に あ た

っ て ，性差 の み られ た 項 目を 尺度項目 と す る の み で ，項

目間の 関係や次元性 が 十分検討 され て い な い 。そ の 後

Gaudreau （1977） や Gross ら （1979）に よ っ て 尺度 の 妥

当性 の 検討 が 因子分析を用 い て な さ れた が，男性性尺度，

・　 PL 学 園女 子 短 期 大 学 （PL　 Gakuen 　 Wornen ’
s　 Jしmior

　Cb］1ege）

女性性 尺 度 の 独立姓 が因子構造か らは 保証 され え な か っ

た り （Spence らの PAQ ），独立性 は 保証 され た が両因子

に 負荷 し な い 不適切 な項 目 が 存在 す る （Bem の BSRI ）

な ど尺度構成上 に 問題 が残る。

　ま た，こ れ ま で 用 い ら れ て きた男性性，女性性 と い う

記述的 ・包括 的 概念が，若林 ら （1991 ） も指摘 す る よ う

に，何 を意味す る の か は 必ず し も明 ら か と は 言 え な い 。

例 えば ，男女 の 役割形 態 か らみ た Parsons ら （ユ955） の

instrumental（道 具的），　 expressive （表出 的）や ，生活形態

に お け る 人閤 の 基本 的存在様式 を記述し た Bakan （1966）

の agency （作動性），
　 communion （共同性） な ど が，男性

性，女性性の 概念内容 とどの よ うな対応関係 に あ る か が

明確に され る 必 要 が ある。
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　そ こ で 本研究で は第 1 に，こ れ ま で 男性性，女性性 と

し て
一

括 して扱わ れ て きた概念 の 内容を因子分析を用 い

て検討 し，こ れ らの 記述様式 と どの よ うに 対応す る か を

明 ら か に す る 。

　第 2 に，性役割意味次元 の 関係 を解 明す る。男性性，

女性性 を
一

次元連続体 と仮定す る 旧来 の 性度 ス ケール へ

の 反証 と，ア ン ドロ ジ ニ ー・タ イ プ析出 の 意 図 か ら，

両者は 相互 に独立 （直交）な二 次元構造を成 すと し て作

成 され た ア ン ドロ ジニ
ー ・ス ケ ー ル だ が （Bem ，1974 ；

Spence ら，1975 ；若 林ら，1981 ；他 ），
い ずれ の 場合 も両者

に は，少 な く と も負 で は な い が弱 い か 有意な 正 の 相関が

み られ た。こ れ ら の 結果 は尺度構成上 の 不備 に 由来す る

の か ， 両者 の 関係 に 潜在的 に 内在す る もの な の か を尺 度

の 項 目内容か ら再度検討す る必 要 があ る．

　第 3 に，性役割 の 測定 に は単極尺度 と双極尺度 の ど ち

らが よ り適切 か を検討する。否定的特性 は
一

般に概念 の

収斂度が低 く （伊藤，1983 ），尺度項 員 と し て 使 わ れ る こ

と は少ない が，Kelly ら （1977）も主張す る よ う に。負

の 価値を有 す る 望 ま し くない 特性 が性役割意味構造 の 上

で ど の よ うな機能を果 た し，位置を占め る か は興味あ る

問題 で あ る u そ こ で本研究で は否定的特性 を含 む 項 目群

を単極尺 度，双 極 尺 度別 に 分析 し，そ の 結果を 比 較検討

す る 。

　以上 の 日的 に 加 え，性役割 測定尺度を作成す る た め の

信頼性，妥当性 の 検討 を行 い ，性役割期待の 認知 お よ び

性役割観 か ら，男女 に お け る性役割の意味構造 の 差異を

検証す る。

方 法

　尺 度項 目の 選定

　本調査 で 用 い る 尺度項 目 を選 定す る た め に予 め 次の 調

査 が行わ れた （伊藤，19B3）。 ま ず，男性 および女性 を 記

述す る特性 の ア イ テ ム ・プー
ル を 作成 す る た め，下望 ま

し い （望 ま し くない ）男性像 （女性艨）」 お よ び 「男 ら し さ

（女 らしさ） の 肯定的 （否定的）側面 」 につ い て 特徴 を自由

記 述 させ ，大学生男女 207 名 か ら特性語 を収集 し た。次

に ，得 られ た 回答 （反応語延べ 数 ：肯定的特 性 1896 語 ， 否定

約特性1561語 ）を分類 ・
整理 し，出現頻度 3 以上 の 肯定的

特性81語 ， 否定的特性 100 語 に つ い て ， そ の 特性 が男女

どち らに多 くみ られ る か を大学生男女お よび 短大生女子

計 454 名に 判定さ せ，各特性 の ス テ レ オ タ イ プ な性の 帰

属 を明 らか に し た．

　以上 の 手続 を経 た 特性語 の 中 か ら，  身体的特徴を表

わ して い る語 は除く，   特殊な 表現 は避け る ，  意味 の

重複 を避け る ，  出現頻度 の 高 い 語 を採用 （反対 語 は その

限 りで は ない ），  男女を包括的 に 記述 し うる よ う特性語

の 性 の 分類 の 帰属 に は こ だ わ ら な い
＊

の 選択基準 で ， 肯

定的特性39，否定的特性49の 計88語を 選定 し， 単極尺度

の 調査項目 と した。

　 双 極尺度 の 調査項目は ， 単極尺度 に よ る項目間 の 相関

マ ト リッ ク ス を基 に，まず対 を成す特性 の 組合 わ せ を作

り，次 に 対 を成す特性 の 積率相関係数 （負の 値の 大 きさ）

に よ っ て そ の 対極性 を確認 し た 。 複数 の 組合わ せ が 考え

られ る場合 に は負の 相関の 高 い 対 を 選択 した。そ の 結果，

33対66特性が選択 され た が，対 を成 さない 残 り22特性 の

うち ， 当該因子 への 因子負荷量 が高 く，性役割 を記述す

る上 で 欠 か せ な い と考 え る 4特性 を，そ れ ぞ れ 妥当 と思

われ る反対語 を添 え て調査項 目に 加 え，37対 74特性を双

極尺 度の 調査項目 と し た。手続 の 詳細 は 伊藤 （1985 ） を

参照。

　評定 は，一
般に持た れ て い る性役割期待 と個人 の 性役

割 観 と が性 役割意味次元 に お い て 異 な る か 否 か をみ る た

め ， 次の 3 つ の 評価概念に つ い て 行わ れた。単極尺 度，

双極尺度と も項目をラン ダ ム に 配 し，「一般に男性 に と

っ て ： 男性役割期待 」，「一般に女性 に と っ て ：女性役割

期待」，「あ な た 自身 に と っ て ：個人的評価」 の 3 評価概

念 に つ い て 独立 に，各特性を
“

非常に望ま し い
”〜 “

非

常 に 望 ま し くな い
”

の 7 段階 で被調査者 に 評定 させ た。

　調査 の 実施

　単極尺度に よ る調査 は 1984年 10月 に行 わ れ ，被調査者

は大学 1 ・2 年生男女 155 名 （男丁
・84名，女子7王名） で あ

っ た ，双極尺度に よ る調査 は 1984年11月〜1985年 1 月 に

行 わ れ ，被調 i査者 は大学 ユ年 生 男女 217 名 （男子97名，女

子 120名）で あ っ た 。 そ の 際，尺 度の 併存的妥 当性 を 検

討す る た め，性役割観測定尺 度MHF ス ケ ー
ル （fil．ec，

ユg78 ）を併せ て 実施し た 。 以上 の 調査 は 全 て 集 団法 で 行

わ れた。

　な お，前記 2度 の 調査 と今記 2度 の 調査 は 全 て 異 な っ

た 大学 の 対象者 か ら とられ て い る 。

結 果 と考察

　 1．　 因子分析

　88特性 か ら成 る 単極 尺 度 の 調査結 果 に つ い て ，各評価

概念 ごと に 主 因子解 を求 め，固有値 1，0 以上 の 因子 に つ

い て バ リ マ ッ ク ス 回転を行 っ た 。項 目数 が多か っ た た め，

各因子 の 全分散 へ の 寄与率 は 全般に 低 い が ， 相対累積寄

与率 の 増分の 減少 を打切 りの 基準に 因子 を採択 し，内容

を検討 し た。そ の 結果，因子構造 が 斉合的 で 明確な意味

S

　 特性 語 の 性 の 帰属は，後に 尺 度項 目の 妥当性 を検討 す る際

　 に 用 い る。
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TABLE 　1　単極 尺 度 に よ る 男性 役割期 待 ， 女性 役割期 待，個 入的評価 の 因子分析結 果
、1
　

丶 一
＼

評 価概 念 1　　男
　　　　 丶

性 　 役 　割 　 期 待 女 　 性 　役 　割 　 期 待 個 人　 的 　 評 価
、、
＼

＼ 霽 f 第 1 因 子 策II因 子 第11咽 子 共 通
・
「生 第 1 因 ∫・第 H 因 子 第11咽 ∫

  共 通性 第 1 囚 ∫
」 第 II因 ∫

 

第m 因 ∫ 共 匝性

項　　　　目　　　　　　　　　
、
＼

＼ 　　　　イ乍動性　　　　　　　　、 共 同性 美 ・繊細 （h2＞ 作動 性 　共 同性 美 ・繊細 （hZ） 作 動 性 刔 司性 美 ・繊細 （h2）一
・行 動 力 の あ る　　　 1　 ．72 。29　　　 ．OO ．60 ．ア2　 　 ．12　 　 ，01 。53 … ．82 ．06　　　 ．01 ．68
．積 極 的 な　　　　 5　 ．55 ．14　 　 　 ．07 ．33 ．58　　　．15　　　．06 ．36 ．61 ．00　 　　 ．11 ．38
。意 志 の 強 い 　　 　 　　 　．66 ．14　 　 　 ．Ol ．46 ．75　　 　．12　　

−．16 ．60 ．56 一．01　 　　 ．02 ．31
。大肛 な

。指導力 の あ る

・頼 りが い の あ る

m決 断 力 の あ る

。た く ま しい

・自己 主 張 で き る

・信 念 を持 っ た

・忍 1紂強 い

・人の立揚に立っ て考えられる

・思 い や b の あ る

・人の 気持 の オ7か る

・誠実 な

・暖 か い

・よ く気 の つ く

・献 身 的 な

．56
．48
，43
．54
，55
．58

．11　　　 ．16
．42　　 　，Gヨ

，21　 　
−，13

．30　　
−．03

，10　　
−．06

．18　 　 　 ．正 

．35　 　 ．65
．’｛1　 　　 ．64
，25　　 　．74
．50　　　 ．7ア

．32　　 　．51
．38　　 　．59

58 ．0．r ．01 ．34 ．54

レ 60 ．3 ［ ．05 ．46 ．47

る ，19 ．＠0 ，09 ．40 ．14
，24 ア3 02 ．59 ．11
，05 ，68 lo ．47 ．08
．27 61 ⊥7 ．重7 ．19
．26 ，32 ．03 ．17 ．13
．13 ，45 46 塁3 一．09
14 46 ，36 ，35 一．03

24930325 

1011011

　

　

　

　
一

14

，
994

・
96

ア

7

ア

44

−
54

・

．12
−．07
，08

−．Ol
−．09
．06

−．18
，22

．03
．Ol

−．06
．06
．17
．36
．29

43618549445623322638490

5562243

●紺1や カ｝な　　　　　　　　　　　　．05　　　　．1G
。繊 細 な 　 　 　 　 　 　 　

一．04　 −．02
・言葉遣い のてい ねい な　　　　．10　　　．17
・お しゃ れ な 　　　 　　　．19 　　 ．31
。色 気 の あ る 　 　 　 　 　 ．10 　 　 ．03
●　カ1t丿 し、　L、　　　　　　　　　　　　　　　一．iO　　　　　　　．1里

．6可

．70
．4s
．24
「16
．22

．38　 　　．06
．4S　　

−．07
．Lt7　　　 ．05
．］9　 　 　 ．／9
．04　　

−．13
。07　　

−．15

．15

，16
．  8
，05

−，04
．26

．11

．29
．19
，69
．65
．騒

1．72

　 ，04
　 ．11
　 ．05
　 ，51
　 ．44

　・3弓

9 ．36
（39．OO）

　 ，52　　　　．03　　　　．11
　 ．69　　　　．41　　　

−．07

　 ，69　　　．3G　　　．19
　 ．49　　　 ．09　　　 ．05
　 ．53　　　　．05　　　

−．3〔」

　 。54　　
．．．03　　　 ．14

　 ．4S　　　 ．08　　　 ．li
　 ，34　　　　．32　　　　．G2

　 ．10　　　 ．82　　　 ．11
  01　　　 ，J「5　　

−．01
　 。07　　　　．75　　　　．14
　 。12　　　　．08 　　　　．15
　 ．11　　　　 ．27　　　　、23
　 ，11　　　 ．Prl　　　 ．33

皿
・09 　

・2 　
・°3

　 　 　 　 　 　 　 　 4．  7　　　 2 ．98　　　 1．6呂　　　8 ，73　　
．
　 4．70

分 　 　 散 （％ ）
　　　　　　 　 （16．96）　　（12．42）　　（　7．00）　　（．36．38）　　（19．58＞

2．94

（12．25＞　（7．17）

一．03
．Ol
．  3
−．06
−．G6
．213

．85
（16．04）

　 ．18

　 ．oo
　 ．13
−．03

　 ．09
・町02

．32
（9．67）

．82
．73
．35
．13
．11
．25

．28
．65
．64
．25
．37・

，3／
．25
．22

．69
．30
．59
．04
．14
．29
．02

．71
．53
．14
．02
，02
．15

1．83　　　8，GO
（　7噛63）　　（33．33）

次元 を持 つ の は，男性役割期待 が 3 因子 （分散は 撫現 因子

の 順 に ，11．47 ，4．08，4．06），女性役割期待 が 4 因子 （同，

10．・24，5．　8Lt，4．06，3．53），個人的評 価 で は 2 因子 （同，

7．51，6，33）で あ っ た。 3概念 とも第 王，第 H 因 子 の 項

目内容は ほ ぼ共通 して お り，男性役割期待第 m 因子 と女

性役割期待第W 因子 もほ ぼ同内容で ，女性役割期待第 皿

因子 だ け が他 の 概念に は み られ な い 因子 だ っ た。因子 の

解釈は負荷量 ．35 以上 の 項 目を基 に 行 っ た。

　第 1 因子 ほ後述 2 の 分析で得 ら れ た TABtE 　1 に 示す

第 1 因子 の 項 目お よ び そ の 反 対語 に高 い 負荷を 示す項目

か ら成 り， 従来言わ れ て い る男性性に相当す る。そ の 内

容 は あ くま で 個人 を軸 に し た持て る カ の 主張 で あ り，

Parsons ら の 言 う道具的特性 を表わ し ， 課題志 向的，達

成的な も の で あ る。Bakan は作動性を個人 とし で の 入

間に 関係す る もの で ，自己 維持 ，自己 主張 ，自己 拡大 の

中に 見 出され る と言 うが，そ の 意味 で こ れ ら の 特性 を，

男性性 と言 う よ り は 人 間の 基本的存在様式 の ひ とつ で あ

る作動性 と名付 けた方 が よ り適切 と思 わ れ る 。

　第 ∬因子 は 同 じ く TABLE ユ に 示す第 H 因子 の 項 目お

よ び そ の 反対語 に高 い 負荷を示 す項 目 か ら成 り，基本 的

に は Parsons ら の 言 う表出的特性を表わ して は い る が ，

従来 の 女性性 と言 うに は 必 ず し も適当で ない
。 そ の 内容

は よ り広 い 次元 で の 他者 と の 関係 を表 わ す。す な わ ち，

親和的で は あ る が依存的 で な い
， 自己 確立 の 上 で の 他者

理解，他者 へ の 配慮 で あ る 。
Bakan は個人 が他者 と と

もに存在 す る そ の 存在感 の 中 に示 され る 基本様式 を共 同

性 と名付 けたが，そ の 意味で こ の 第且因子 を共同性 の 因

子 と命名 す る の が 適 当 と思 わ れ る 。

　男性役割期待第皿 因子 ， 女性役割期 待第 IV因子 は否定

的特性 の み か ら成 る特異 な 因子 で
＊

，第 1因子 の 作動性 ，

第 H 因子 の 共 同性 に意味的 に対置 して い る。すなわ ち，

自己中心的，利己 的 ， 傲慢とい う共同性 の 欠如 と ， 強引，

強情，乱暴 とい う力 （＝作動性） の 過剰 を表 わ す項 目か

ら成 り，い わ ゆ る 人 間性 の 未熟さ と して の 自己中心性 と

命名 で き る 。 こ の 因子 は Spence ら （19ア9） の 否定的特

性 を含む EPA Ω に お け る，共 同性 に よ っ て 和 らげら れ

・・　 2 の 分析で は 除 か れ て い る の で TABLE 　H こ示 され て い な

　 い t、

一 77 一

N 工工
一Eleotronio 　Libra ．ry 　
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ない 作動性 と して の M
一國

ス ケ ール （利己 的な，傲慢 な，臼

己 本位 の ，等）に相当す る が ， い ずれ に せ よ両性に と っ て

忌避 され る べ き特性を表わ して い る 。

　女性役割期待第皿 因子 は他 の 評価概念に は み られな い

女性 役割次元 に 固有 の もの で ，色気 の あ る，お し ゃ れ な，

か わ い い ，愛嬌 の あ る ，お よ び そ の 反対語 か ら成 る 。こ

の 因子 は従来言わ れ て い る女性性 の 外面的特性 を表 わ し

て お り，性的魅力 と名付け られ た 。

　次に，37対 74特性か ら成 う双 極尺 度 の 調査 結果 を，単

極尺度 の 揚合 と同様に 主因子解，バ リ マ ッ ク ス 回 転 に

よ り各評価概念 ご と に 因子分析 した 。そ の 結果，各概倉
と も 3 因子 か ら成る ほ ぼ同

一の 因子構造 を持ち，因子 の

出現順序 の み が概念に よ り異 な っ て い た 。因子構造 は単

極尺度 の 場合 と ほ ぼ同様 で ， 共同性 （男性役割期待第 1，

女 性 役 割期 待第 互，個人 的評価第 1因 了，分 散 は 順 に，3．77 ，

4．06，5．ユ9） と作動性 （男性 役割期待第 皿，女 盤 役割期待第 1，

個 人的評価第 H 因了，分散 は，2．46 ，6．60，4．30）が 主 要 な

次元 を占め て い る。一方 ，単極尺度で 女性役割期待か ら

の み抽出 され た 性 的魅力次元 が，、双極尺度で は そ の 因子

・
内宥を広げ，．他 の β概念か ら事抻串され た （男性役割期 待

第1 ，女 性役 割 期 待第 皿 ，個 人 的 評価第 皿 因子 ジ
幽
分散 は 順 に ，

2．90，3．00，2．49）。 す な わ ち ， 女性性 の 外面的特性 で あ る

美 （性的魅力）と，表 出的特性で あ る繊細さか ら成る美 ・

繊細 さ と名付 け られ る 因子 で あ る。各 因子 に 高 い 負荷を

示 す代表的な項 目は後述 2 の分析で得 ら れ た TABLE 　2 ・

に 示 され て い る 。他方，単 極尺 度 で 抽出され た 自己中心

性 は，一部が共同性 お よ び 美 ・繊細 さ次元 の 対極 に位置

つ く形 で 吸収 され抜 け落 ち た．

　 以上 の よ うに単極尺度，双極尺度 と も ， 男女で あ る と，
・ま た個入 の 価値観 と

一
般の 期待 の 認知 で あ る と に か か わ

らず，作動性 と共同性 が性役割 の 主要 な次元 で あ る こ と

が明 ら か に され た。…
方，両次元 は リーダー

シ ッ プ の 主

TABLE 　2　双極尺 度 に よ る 男性役割期待，女性役割期待，個 入的評価 の 閃 ∫分 析結 果
1．
弋 ・：

ここ
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要な次元 で あ る f体制づ く り」 と 「配慮」（Halpin ＆ IViner
，

1957），ある い は り一ダーシ ッ プ ・タ イ プ と し て の P 型

とM 型 （三 隅，196fi） に よ く対応す る 。 そ の 意味 で 両次元

は，期待 の 程 度に 差 は あ っ て も，男女 に か か わ りな く人

間
一一

般 に期待 され る 基 本 的特性 と言 え よ う。そ して ，美

・繊細 さ は女性役割次元 に の み 強 く関わ る特性 と言 え る。

　 2．　 尺度項 目 の 選定

　先 の 因子分析結果に基づ い て
， 単極尺 度，双極尺 度に

共通す る 尺度項 目を下記 の 基準 に よ り選 出 し た。な お 尺

度作成 に 際 し て は ，概念 の 斉
一

性 を保 つ た め，肯定 的 特

性 お よび そ の 対語 の み を選択 の 対象 と し た．

　両尺度 の 全 て の 評価概念 か ら作動性 と共同性 が，また

単極尺度 の 女性役割期待か ら性的魅力 が
， 双極尺 度 の 3

評価概念 か ら性的魅力を含む美 ・繊細 さ が抽出され た。

そ こ で こ の 3 次元 を性役割を構成す る 基本次元 とみ な し，

下位尺度を構成す る項 目 を次の 基準 で 選 出 し た 。   作動

性 ： 6 概念 （2 尺 度 x3 評 価概念） 中少 なくとも 4 概念 で

．35 以上 の 因子 負荷量 を持 つ 項 目。  共同性 ； 作 動性 と

同様 の 基 準だ が，「献身的 な」 の み は基準を ．30以上 に

緩 め て 採用 し た （こ の 場合，5概 念 で 基 準 に 台致 ）。な お，

「責任感 の あ る 」 と 「心 の 広 い 」 は本基準 に合致す る 項

目だ が，作動性 に も同程度に負荷 し て い る の で 独立性 の

点か ら こ れ を除い た 。  美 ・繊 細 さ ： 4 概念 （単極尺 度

の 女性 役割 期待，双 極尺 度の 3 評価概念）中少 な くと も 2概

念 で ．35 以上 の 因子負荷量を持つ 項目。た だ し 「献身的

な 」 と 「よ く気 の つ く」 は本 基準 に も合致す る項 目だ が，

共同性 へ の 負荷が よ り高 く，と もに 「他者 に 対 す る 態

度亅 を表 わ し て い る の で 共同性 に 組入 れ た。以 上 の 基準

で 作動性 11，共同性 7 ， 美 ・繊細さ 6 の 計24項目を選定

し ，性役割測定 尺 度 （lt。　Sex　Role　Scale； ISRS） と した。

　 次に，こ れ ら の 基準で選 定 した尺 度項 目が各概念 で 独

立 な斉合性の あ る意味次元 を成 し て い る か 否 か を確認 し

た 。 方法 と し て
， 元 の 調査資料よ り24項 目 を抜き出し，

1 と 同様 の 手続 で 因子分析 （主因 了解，バ リ マ
ッ ク ス 回転）

を行 っ た 。因 子 の 解釈 は 負荷量 ，40 以上 の 項 目を基準 に

し た。そ の 結果 ， 単極尺度で は TABLE ユ に み る よ うに

作動性 ，共同性 と も因子 の 独 立 性 が よ く保た れ ，下位尺

度 を 構成 す る 各項 目 と も 同 因 子 に 高 く負荷 して い た 。し

か し ，美 ・繊 細 さの み は 評価概念に よ り 美 （性 的魅 力）

と 繊細 さ に 分 れ た 。双極 尺 度 で は TABLE 　2 に み る よ う

に 単極尺度 ほ ど に は 因 子 の 斉合性 が 保 た れ て い な い 。特

に 共 同性 の 「よ く気 の つ く
一

気が き か な い 」 「献身的な

一一．
利 己的 な 」 は ，評価概念 に よ り共 同性 あ る い は 美 ・繊

細 さに 負荷 し て い る。また作動性 の 項 目が ，特 に 男性役

割期待 で は 必 ずし も同因子 に高く負荷 して い な い 。美 ・

繊細 さで は，特 に 繊細 さの み が 同因子 に 負荷 し て い る が，

個人的評価で は単
一

次元 と して高 い 負荷量 を持 つ 独立 な

因子 と し て 抽 出され た。

　以上 よ D ，本尺度項 日が 各概 念 で 独立 な 斉合性 の あ る

意味次元 を成 し て い る こ とが確証 され た が，対語 の あ る

双極 尺 度よ り単極 尺 度 の 方 が 因子 の 斉合性 が 高 い こ と か

ら，性役割測定 に は 単極 尺 度が よ り適切 だ と言え る 。な

お，美 ・繊細さ は 必 ずし も単
一な次元 と は 言 い 難 い が，

双極尺度 の 個人的評価 で そ の
一

次元性が確認 され て い る

こ と か ら，こ れ を単
一

尺 度 と し て lk　P扱 う。

　3． 下位尺度間 の 関係

　下位 尺 度問 の 関連性 を検討す る に あ た り，こ こ で は 因

子 得点 で は なく，上記 の 方法 で 同定 され た 各次元 を代表

す る 下 位尺 度項 目の 単純加算値 （尺 度得 点）を用 い た 。評

価概念 が 複数 な た め ，因子得点 で は概念に よ り負荷す る

項 目の 重 み づ け係数 に 変動 があ り，尺度 の 意味内容が異

な っ て しま う 。 そ の た め 各概念 に 共通 し て 安定 し た 尺度

値 を得 る に は 尺度得点 の 方が有効 と考え た か らで あ る。

　 TABLE 　3 は そ の 相 関関係 を示 し た もの で あ る 。こ れ

に よ る と作動性 と共 同性 に は か な り相関が み られ る。本

尺度 と項 目内容が比較的共通 し て い る Spence らの 尺度，

お よ び 若林 ら の 「力強 さ」 と 「親 し み やす さ」 で も 正 の

有意な相関が み られ て い る が （前者 で ア
ー≡．14〜．47，後 者

で ・
一＝．31〜．52），Bem の 尺 度に お い て は 両者は 比 較的独

立 で あ る （厂 ＝一．14〜．11）。
こ の 違い は 尺度作成上 の 不備

と い うよ り，男性性 ，女性性 の 定義の 仕方に 由来する と

考え られ る。尺度作成に際 し，い ずれも男性 あ る い は女

性に典型的 と い う基 準で ，性差 の み られ た項 目が 選択 さ

れ た が，Spence らの 尺 度 で は ，そ の 前 に 「両性 に と っ

て望ま しい 」 と判断 され た もの か ら項 H が と られ て お ／），

他方．Bem の 尺度 で は 必 ずし も社会的 に望 ま し い と は

言 え な い 項 目 が女性性 尺 度 に 含 ま れ て い る （子 ど もっぽ

い ，だ ま され や す い ，内気な，従顧 な）。こ の よ う に 両性 に

と っ て の 望 ま し さ を前提 に男性性，女性性 を定義す る か，

現 に あ る様態で捉 える か に よ っ て 尺度内容が異な り ， そ

TABLE 　3　下位尺 度問の 相関

下 位 尺度

彎i聡 茎踟 ：1：：：：
度 i作動性 x 美 繊゚細 亅・03

評価概心

男性役割　女 性役割　　個 人 的
．一 　 期 待 期 待 評 価

，19 艸
　　　　 ．32 ． 桝

，38ホホホ　　　　　．47‘o ¢

，02　 　 　 　 − ．08

双
｝
作動 性 x 共 同 性

幾 期 性 瑛 脚

度 1作動 性 x 美 ・繊 細　 1

1．46 …

　　，32…

i・4 ・
°串零

　 ・42皐事
1
．03　　　 − ，16’脚

，45 躍 榊

．53弊寧

．05

串　 ヵく，0δ、t ゆ　 ヵく．01，榊 串　 p ＜．001
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の 結果，両者の 意味上 の 関係 も異 な っ て く る e

　次 に他 の 下位尺 度問の 関係 をみ る と，作動性 と美 ・繊

細さ の 相関 は ほ ぼ ゼ ロ で あ リ，若林らの 「力強 さ」 と

「細や か さ」 で も ， 同様 の 結果 が 得 られて い る。な お ，

共同性 と美 ・繊細 さ に は か な り高 い 相開 が み られ る が，

両者は元 々 ，女性役割次元 で あ る 表出的特性 を基礎 に し

て い る た め と考え ら れ る。

　以上 の 結果か ら，こ れ ま で 女性性 と して 扱 わ れ て き た

内容 に は 共同性 と美 ・繊細 さ の 2 つ の 次元 が含まれ て お

1，伝統的 な狭義 の 女性性 で あ る 美 ・繊細 さ は 男性 性 で

あ る 作動性 と独 立 な 関係 に あ る が，作動性 と共同性 は両

性 に と っ て の 望 ま し さ とい う点 で 互 い に関連を持つ 。こ

の よ うに 共同性 は 伝統的 な 男性性 と女性性 をつ な ぐ共通

項，媒介項 で あ 1）， Humanity （伊 藤，1978） に よ り近 い

と言 え る。

　4．　信頼性 ， 妥当性の 検討

　1） 信頼性　尺度の 信頼性 は TABLE 　4 に 示 す Cron−

back の cr係数 に よ っ た。作動性 は．80〜．89，共 同 性 も

，80〜．85と高 い 値に あ 凱 美 ・繊細 さもこ れ よ りやや落

ち る が．63〜．80 と満 足 す べ き値 に あ る。い ず れ の 尺 度も

内的
一

貫性 は 良好な水準に あ る こ とを 示 して い る 。

　2）　併存的妥 当性　妥当性に つ い て は まず併存的妥当

性 が検討 され た。双 極 尺 度 に よ る 調査 に 回答 し た 217 名

に 対 し，性役割観測定尺度 MHF ス ケール を 実施 し た

（有効 N 答数 189 名），TABLE 　5 は個人的評価に お け る 両

尺度 の 相関係数 を示 した もの で あ る 。 作動性 はM ，H と，

共同性 は M ，H ，　 F と ， 美 ・繊細 さは H ，　 F と有意 な正

の 相閖が あ り，な か で も作動性 とM ，共 同 性 とH ，美 ・

繊細 さ と F に は か な り高 い 相関 が ある 。他方，作動性 と

F ，美 ・繊細 さ と M の 相 関 は ゼ ロ か か な り弱 い ．こ の こ

　　　　　 TABLE 　4　信頼性係数 （α 係数 ）

　
丶
　．丶　　評価概心　男性 役割　　女 牲役割　　個 人 的

下位尺 度

．t．’．・．． 　期 待 期 待 評 価

性

性

細

動

同

繊

作

共

美

蛍

極
尺
度

．85
．80
．63

．s8
．s2
．69

．84
．82
．72

と か ら本尺度は MHF ス ケ
ー

ル と構造的 に か な り共通 し

た内容を持 つ 尺度 と言 え る。

　3）　下位 尺度 の 内容お よび 解釈 の 妥当性　こ れ まで 下

位尺度の 項 目に み られ る内容か ら，作動性 を従来 の 男性

性 と，美 ・繊細 さ を従 来言 わ れ て い る 狭義 の 女性性 と対

応 づ け，さ らに 共同性 を女性性 を基礎 に し なが ら そ の 枠

を 越 え た ヒ ュ
ー

マ ン な 特性 と解釈 し て き た が，果 た し て

そ の 解釈 が 妥当 で あ る か を検討 した 。 先の 予 備 的 調 査

（伊藤．1983 ）か ら，各項目の ス テ レ オ タ イ プ な性 の 帰属

が 明 らか に さ れ て い る が，作動性 は 全 て 男性語 に ，美 ・

繊 細さ も全 て 女性語 に 分類 され た 項 目か ら成 る。一
方 ，

共 同性は男女 ど ち らに 属す とも言 え な い あ い ま い 語 と，
一

部女性語か ら成 っ て い る 。 ま た，本調査 で 得 られた項

目 の 評定平均 と S．D ．か ら，男性役 割期待 と女性役割期

待 の 差異 を項 目 ご とに ご検定 （対 応の あ る t 検定 ） し た と

こ ろ、単極尺度 ， 双 極尺度 と も共同性 の 「誠実な」（5 ％

水 準） を除 く全 て の 項 目に O．1 ％水準 で 有意 な 差が み ら

れ ，作動性は 男性に ，美 ・繊細 さは 女性 に，共同性 もそ

の 差は 少 な い が 女性 に よ り多 く期待 され る 特性 で あ っ た。

以 上 よ b，下位 尺 度お よ び そ れ を構成す る 項 目内容 とそ

の 解釈 の 妥当性が確証 さ れ た 。

　5．　 性役割期待 の 認知および性役割観

　最後に ，本調査 の 対象者で あ る大学生 の 性役割期待 の

認知 と性役割観を検討し た。下位尺度 の 評定値 は尺度項

目の 値を 合計 し て 項 目数 で 割 っ た もの を 用 い た，単極 尺

度 双極 尺 度とも評定 の パ ター
ン は 全 く同 じで あ っ た の

で ，単極 尺 度の 結果を中心 に 分析 を 行 っ た。FIG ，1 は

そ の 結果 を 図 示 した もの で あ る。

　男性役割期待の 認知 に性差は ほ とん どみ られず，男女

と も男性 に は 作動性 が 高 く期待 され ，次 い で 共 同 性 も 男

性 に 欠 か せ な い 要素だ と認知 し て い る 。 男性 に 対 す る 美

・繊細 さへの 期待 は 認知 され て お らず，女子 に そ の 傾向

が 強 い （t＝2．71，p く，　Ol，　 df ・＝！53 以 下略 ）。

　女性役割期待で は 男女 と も共同性 が 女性 に は高 く期待

fi．，

0
　

3
　

0

8
　

B
　

7

性

性

細

動

同

戀

作

共

美

双

極
尺
度

．89
．81
，78

TABLEs 　 ISRS と M ｝｛F の 相関 （N ＝189）

．87
．85
．80

6．o5

．

5．0

ISRS
　　　作 動 性 　 共 同 性 　 美 ・繊細

・【．
　 　
−l．oO

　 1  ・　　　 ．t　　　 美 ft・　　　 翠 ．　　　 ．k 作 　　　　．、　　　 美

　甦　　粍　　鸛葎　　瞿　　黐蓼　　程　　巍
　 　 男 性 役 割期 侍　　　　 女性 役割 期 f十　　　　　蜩 人的 評 価

　 F1G．1　 3 っ の 評価概念 に お け る 下 位尺 度 の 平 均笹
一
　　　　 （単．極 尺度）

MHFMasculjnit

、
F

Hurllamt ｝

Femiiinit、

，55象鉢

，4611t
，11

．28弗ぴt

　　　　 一 〇3
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され て い る と認知 して い る 。

一
方，伝統的に女性特性 と

さ れ る 美 ・繊細 さへの 期待 の 認知 は さ ほ ど 高 く な く，特

に 女子 に そ の 傾向 が 強 い （e＝2，エ3，p く．el）。他方，作動 ’

性 は女性 に あ ま り高 く期待され て い な い と認知 し，特に

男子 に そ の 傾向 が強 い （t− 4，43，p＜．eOl）。女子 は 女性

に は作動性が美 ・纎細 さと同程度に期待 され て い る と認

知す る の に 対 し，男子 は よ リス テ レ オ ク イ プ な 期待 を認

知 して い る。

　個 人 的評価 で は 全 て の 次元 で 性差 がみ ら れ た （作動 性

’＝4．73，共 同性 t二3．30，美 ・繊 細 さ t＝6．61，い ず れ も P＜

．oet ）。男子 は 作動性 と共 同性が臼己 に と っ て 同 程 度 に

重要 な要素 だ と考 え，美 ・繊細 さ は ほ とん ど考慮 され て

い な い 。一
方 ， 女子 は共同性が自己 に と っ て最 も重要 だ

と考え，作動性，次 い で 美 ・繊細 さ が そ れ に次 ぐ価値あ

る 特性 だ と考 え て い る。男女 と も，パ タ ーン と し て 性役

割観が性役割期待 の 認知 に ほ ぼ
一

致し て い る が，ともに ，

男性役割 で あ る作動性 （女 了） と美 ・繊細 さ （男子 ）で 両

者に 大 きな ズ レ が み られた．

　以上 の よ うな性役割期待 と性役割観 よ り，男性 の 性役

割は 作動性 と共 同性 の 二 次元 よ り成 り，女性 の そ れ は こ

れ に美 ・繊細さを加 えた三 次元 よ り成 る 構造 を有 し て い

る と 言 え る。
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